
施工例（アンダーパスの汚れ・落書き防止） 施工例（トンネル視線誘導ラインの汚れ防止）

概　要
　無機質の高耐久防汚塗料「テリオスコート」を使用した、
環境に負荷をかけない土木・建築構造物用の美装防汚工法。
汚れや落書き対策を必要とするトンネル、アンダーパス等の
コンクリート構造物から、表面保護を必要とする鋼構造物、
タイル・石材仕上げ構造物まで幅広く対応する。

「テリオスコート」とは
　無機100%の一液性塗料で、コンクリート、モルタル、ス
レート、金属、木材など各種基材に常温でホーロー被膜を形
成する。この被膜はガラスや石と同様の安定した物性を持ち、
紫外線に強く高い耐久性を発揮するとともに、無機質特有の
不燃性や耐水性、耐薬品性、耐汚染性も有し、有機塗料では
難しい長期的な耐久効果が実証されている。

特長
１�．長期耐久性
　�テリオスコートの被膜は紫外線や酸性雨等の劣化因子から
基材を保護し、長期的に美観を維持することが可能。光沢
保持率はメタリングウェザオメーター2000時間で95％を保
持している。
２�．耐汚染性
　�無機質の被膜は有機汚染物質との相溶性がないため、排気
ガスによる汚れのほか、ラッカースプレー等による落書き
に対しても被膜と汚れの一体化がなく洗浄が容易である
　�（土木用防汚材料評価試験Ⅰ、Ⅱ種合格品）。
３�．高硬度の被膜
　�鉛筆硬度 2 Hからの高い硬度を有し、拭き傷が付きにくく
洗浄回復性にも優れている。また、床材としての使用にも
耐え、下地基材の保護コートとしても有効である。
４�．カビ・菌類の抑制
　�無機質で形成されるテリオスコートの被膜は、カビ等のエ
サとなる有機物を含まないためカビや菌類の繁殖を抑制で
き、生物汚染に対する効果も実証されている。
５�．エコロジー
　�汚れを簡単に落とすことができ長持ちする被膜なので、長

期的に水や洗剤の使用量を減らすことによる清掃コスト削
減に加え、塗り替えの頻度が少なくなることによるライフ
サイクルコストの低減が可能で、環境対策にも有効である。
６�．安全性
　�ホルムアルデヒド、キシレン、トルエン、鉛等の化学物質
は不使用で、完全硬化後の被膜も無機質以外の物質を含ま
ない。化学的・生理的に安定しており、不活性で、人体に
影響がない。

製品ラインアップ
・テリオスコートNP-360� ：汎用性タイプ
・テリオスコートNP-360Ｇ� ：タイル・石材タイプ
・テリオスコートNP-360KT� ：速乾タイプ
・テリオスコートNP-360QD� ：超速乾タイプ

性　能
　「テリオスコートNP-360QD」を用いて、 ４種類の汚れの
付着状況とその除去性能についての実験を行った。その結果、
付着した汚れはきれいに除去でき、また汚れの種類によって
はそもそも付着しづらいことが確認された。

ラッカースプレー

汚れの種類 汚れの付着しやすさ

油性マジック

水性マジック

カーボンブラック

除去性能 写真左側が
アセトン除去後
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景観対策工

テリオスコート美装防汚工法
NETIS登録番号：（旧）QS-120001-A
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計測状況の比較（左：PIXXIS2計測、右：トータルステーション計測） 撮影画像と抽出されたエッジ画像

撮影画像にエッジ交点を表示

エッジ抽出を行うために輝度画像に変換

輝度画像を２値化画像に変換してエッジを抽出

概　要
　デジタルカメラで複数の方向から撮影した構造物の三次元
座標を求める計測システム。写真に写る構造物の縁端部の輝
度差から部材の輪郭線（エッジ）を認識し、三次元形状図を
作成することができる。従来のトータルステーションでの計
測とは異なり、カメラで対象物を撮影するため作業性が向上
する。また、作図も従来のようにCADを使用するのではなく、
撮影した写真上で計測点をチェックできるため、品質および
経済性の向上にも寄与する。
※NETIS登録名称：
デジタルカメラ三次元計測システムPIXXIS2

技術の新規性
１．三次元計測作業を、トータルステーションでの計測作業
からカメラ撮影作業に変えた。
２．部材端部認識を、シールターゲットを貼り付ける方法か
らエッジ認識に変えた。
３．三次元CAD図の作成を、計測点を人力で入力する方法
から写真上で計測点をチェックする方法に変えた。

特　長
１．カメラ撮影により計測作業が容易になり、また測量技術
者も不要となる。
２．エッジ認識により、シールターゲットの貼り付け作業が
低減する。
３．エッジ交点を自動的に求めることができるため、作業者
による交点位置へのターゲット貼り付け精度のばらつきが
低減される。
４．写真上で計測点をチェックするため、作図作業時間が短
縮される。また、計測位置や方向を記載した用紙等を一緒
に撮影することで、図面の天地左右の取り間違いや類似形
状が多い場合の取り間違いを防ぐことができる。
５．エッジ認識技術により、写真上で計測点の追加や位置修
正が可能となった。

使用機材

測量

デジタルカメラ三次元計測システム
PIXXIS2
NETIS登録番号：KT-210092-A

MHIパワーエンジニアリング株式会社
〒231-8715　神奈川県横浜市中区錦町12
TEL  045-621-7486　FAX 0045-629-1125
URL  https://pixxis.jp/

［資料請求先］知的生産統括部　システムエンジニアリング部（TEL.045-621-7486）
［販売会社］SoftBridge株式会社（〒556-0014　大阪市浪速区大国1-2-21 NICビル
10F、TEL.06-6648-8244、https://www.softbridge.co.jp/）
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①一眼レフデジタルカメラ
（使用機種はニコン製のみ）
②基準バー
（計測対象物の大きさの基準
となる）
③コードターゲット
（撮影した写真をつなぐため
に使用。写真1枚中に6枚程
度写るように配置する）
④シールターゲット
（計測位置に貼り付ける）
⑤パソコン

シールターゲットを計測位置に
貼り付ける。
コードターゲットは任意の位置
に分散して設置する。

デジタルカメラで複数の方向か
ら撮影する。

画像データを取り込み、三次元
座標値計算処理を行う。

作業手順
①ターゲット類貼り付け

②カメラで撮影

③パソコン操作
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保持率はメタリングウェザーメーター2000時間で95％を保
持している。
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システム概念図 施工状況（松本城内堀）

概　要
　河川や湖沼、池には、長年にわたって土砂や生活排水が流
入し底泥が堆積しているが、この底泥には水を汚す原因とな
る窒素やリンなどの有機物が多く含まれており水質悪化の原
因となっている。本技術は、水を抜くことなくこの底泥を取
り除き池底をきれいにするもので、さらに底泥を用土として
再利用することも可能としている。
・特許第6359902号

特　長
１ �．水を抜かないので、周辺環境や水中生物に影響しない。
また施工後の水はリン含有量が減少するなど、水質改善に
も効果がある。
２ �．省スペースで作業可能（幅 ４ｍ×延長 ７ｍ）。
３ �．無機系凝集剤を使用（カルシウムが主成分の無害・中性
の粉末で、高い凝集力および凝集速度を持つ）。
４ �．底泥は約１5分で濃縮・脱水処理され、作業音も静か。ま
た臭いはほとんど発生しない。
5 �．底泥は脱水土、砂、ごみ（廃棄物）に分離回収される。
６ �．脱水土は育苗土として利用可能。含水率約50〜６0％の黒
土で発芽阻害もなく、栄養豊かで植物の生育に良い。

従来技術との比較
●従来技術

●生態系保全型底泥資源化システム

施工手順
※左上「システム概念図」参照
１ �．特殊攪拌ポンプにより底泥水を汲み上げる。
２ �．サイクロンを通過する時に、遠心力で砂を排除する。
３ �．スクリーンでごみ（ビニール、プラスチックなど）を取
り除く。
４ �．攪拌・凝集槽で凝集剤（濁り水の濁りの元（粒子）を水
中に沈めるもの）を攪拌し、水と底泥を分離させる。
　　

5 �．濃縮槽にて静置させることでさらに濃く分離させ、上澄
水は池に戻し、濃い底泥の部分は脱水機に送る。
６ �．濃度の濃くなった底泥を脱水処理する。

脱水土の有効活用
　本技術により発生する脱水土は、そのまま育苗土として利
用できる。窒素、リン、カリウムなどの植物に必要な栄養素
が豊富に含まれているほか、団粒化しているので保水性が良
好で、市販の黒土以上の植物の成長が見られる。

・�水を抜いてから土砂を掘
削
・�底泥は産廃処分が必要
・�生態系の保全が不可能
・�処分費と運搬費が高額

・�特殊ポンプで部分的に浚
渫し生態系を保全
・�池の水は保たれたまま
・�砂と泥の資源利用が可能
なので低コスト

約 １分

凝集前 凝集後

ベルトプレス脱水機からの脱水
土排出状況

脱水土混合土（左）と従来土（右）
による作物の収穫量を比較すると、
脱水土混合土の方が発育が良好なこ
とが分かった。
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初雁興業株式会社
〒350-0815　埼玉県川越市大字鯨井1705-2
TEL 049-231-0800‌　FAX 049-231-8109
URL https://hazkari.jp/‌　mail kokubun@hazkari.jp
［資料請求先］土木部環境事業推進担当（晝

ひる

間
ま

、國分、TEL.049-231-1279、FAX.049-231-‌
8109）
［関連団体］底泥資源化工法研究会（〒370-0862　群馬県高崎市片岡町1-12-16、TEL.‌
027-310-3170、FAX.027-325-7370）

水質保全工

生態系保全型底泥資源化システム
NETIS登録番号：（旧）KT-120017-A

環境対策工 環境対策工
掲載年 ●
掲載月 ●

環境対策工／環境対策工／特集–195

初雁興業_2023.indd   3 2023/02/06   7:27:17

ウォーター・リサイクルWR-03 マジカル・ベコップMB-03TS

概　要
　本工法は、舗装切断作業の際、切断機械から発生するブレー
ド冷却水と切削粉が混ざりあった廃水（汚泥）を、車載した
本装置により現場内で作業をしながら安全、確実に脱水・再
生の処理を行うことを可能にした工法である。

脱水処理概要

特　長
１ ．廃水のたれ流し解決
　 廃水は給水タンクでもあるメインタンクに廃水ホースを介
して回収する。メインタンク内にて、一次工程として攪拌・
沈殿を行い、泥土と分離する。二次工程として、沈殿泥土
を脱水タンクに圧入し脱水する。一次工程・二次工程にて
分離した水は冷却水として再利用し、給水する。

２ ．アルカリ水溶液の中和
　 一次工程の攪拌、沈殿と同時に炭酸ガス（CO2）を送り込
み中和する。炭酸ガスによる中和は、1984年の熊谷技報第
34号中沢・門倉両氏の論文で明らかなように、安全で確実
に排水基準値 ph5.8 ～ 8.5内に中和できる。

３ ．コストの低減
　 本機で脱水したスラッジは含水率約30％未満となるため、
袋詰めしても水のしたたりがなく、運搬等の取り扱いが安
全かつ簡単であり、処理コストの低減につながる。
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一般社団法人ウォーター・リサイクル工法協会
〒761-0130　香川県高松市庵治町6391-163
TEL FAX 087-871-5105
URL https://www.water-recycle.or.jp
mail jimukyoku@water-recycle.or.jp
［全国会員］70社
［会員役員］㈲日昇、㈱カワノ工業、㈲新和カッター、㈲中山カッター興業、㈲KOA、
㈱スカイ・アーク、㈱吉研、㈱進成、栄工業㈱、㈲アール・シー・メンテック

水質保全工

移動式（車載）廃水処理タンク
ウォーター・リサイクル
NETIS登録番号：（旧）SK-020016-VE
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［全国会員］71社
［会員役員］㈲日昇、㈲新和カッター、㈲KOA、㈱進成、栄工業㈱、㈱吉研、㈱スカイ・
アーク、㈱大隅機工、㈲ダイヤロード、㈱アサヒカッター
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［資料請求先］土木部環境事業推進担当（國分、畑、TEL.049-231-1279、FAX.049-231-
8109）
［関連団体］底泥資源化工法研究会（〒370-1201　群馬県高崎市倉賀野町4221-13
㈱アイ・ディー・エー内、TEL.027-381-8047、FAX.027-381-8049）
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